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1 ．はじめに
近年，中国経済の発展などに伴い，日本の大学にお

ける中国語の履修者数は毎年約16万人にのぼっている

（郭，2014）．2007年度の文部科学省のデータによれば，

日本全国で中国語を開講している大学は596校あり，

その内訳は，国立大学79校，公立大学57校，私立大学

460校である（中田ら，2014）．東北大学の場合，毎年，

初年次において中国語の履修者数は全初年次学生の全

体の 3 割から 4 割ほどを占めており，初修外国語の科

目の中では，常に履修者数では 1 位ないし 2 位となっ

ている（張，2012）．

一方，日本の大学において中国語を担当する教員に

ついては，①専任教員の不足，②中国語担当教員の多

くは必ずしも中国語教育を専門としていない，という

ことが指摘されている（中田ら，2014；輿水，

2005）．さらに，日本人教員とネイティブ教員の割合

がアンバランスであることも指摘されている．中田ら

（2014）が日本の10大学における中国語専任教員の日

本人とネイティブスピーカーの割合を調査した結果，

日本人が73.9％，ネイティブスピーカーが26.1％であ

ることが明らかになっている．

本稿では，上記のような日本の大学における中国語

教育の現状と課題を踏まえたうえで，教育関係共同利

用拠点「知識基盤社会を担う専門教育指導力育成拠点

―大学教員のキャリア成長を支える日本版SoTL（1）の

開発」の一環として，2015年「東北大学専門教育指導

力育成プログラム大学中国語教授法強化講座」の取り

組みについて報告する．

2 ．大学における中国語教育の現状と課題
2.1．日本の大学における中国語教育の現状

日本の大学における中国語教育は，大きく専門教育

と一般教育の二つに分けることができる．専門課程と

して中国語学科がある大学は約40校あり（胡，

2014），その学科を専攻する学生は毎年約3,000人程度

である．（郭，2014）．一般教育とはいわゆる初修外国

語（第二外国語）のことである．ここでいう初修外国

語とは，大学に入学して初めて学ぶ外国語のことを指

す．以下，初修外国語としての中国語教育について現

状と課題を整理する．
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表 1　東北大学の中国語授業
単位数 週コマ 履修セメスター

基礎中国語Ⅰ 2 2 1
基礎中国語Ⅱ 2 2 2
展開中国語Ⅰ 2 1 3
展開中国語Ⅱ 2 1 4
展開中国語Ⅲ 2 1 5
展開中国語Ⅳ 2 1 6
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胡（2014）の試算によれば，日本における専任中国

語教員は約1,800人おり，非常勤中国語教員は約 1 万

人とされている．東北大学においては，平成27年の時

点で専任教員が 4 人，非常勤教員が11人在籍している．

この15人中，日本人が 4 人，ネイティブスピーカーが

11人という構成になっている．

ここで，初修外国語としての中国語のカリキュラムに

ついて，東北大学の例を示す．表 1は，東北大学の全

学教育，共通科目として開講されている中国語の授業の

一覧である．基礎中国語Ⅰ・Ⅱは週 2コマをセットで履

修して 2 単位認定となる．展開中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳは

週 1コマを履修して 2 単位認定となる．基礎中国語の

授業目的と概要は共通であるが，授業方法・教材・評

価方法は，各教員が自主的に決定している．展開中国

語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳについては，各教員が授業目的・概要，

授業方法・教材・評価方法を全て自主的に決定している． 

東北大学では，初修外国語全体の枠組みとして， 1

年次は，週 2 コマを選択必修することになっており，

クラスは学部ごとに編成されている．文系学部の 2 年

次は，週 1 コマを選択必修することになっている．理

系学部で 2 年次以上の学生も「展開中国語」を履修す

ることが可能であるが，卒業に必要な単位には算入さ

れない．この枠組みは，北海道大学，名古屋大学，大

阪大学，九州大学の枠組みとほぼ同じである（杉浦

2012）．大学によっては，文系学部の学生であっても，

1 年次で 1 コマのみ選択必修をすれば卒業要件を満た

すというケースもある，このような場合は， 2 年目か

ら履修者数が極端に減少してしまうことになる．

2010年に東北大学で行われた初修外国語学習に関す

る調査（張，2012）によれば，「授業の適正人数は何

人くらいだと思うか」という質問に対する中国語学習

者の回答は，平均して33.1人となっている．しかし実

際には，20人未満のクラスもあれば，100人以上が履

修するクラスが存在したこともあった．なお，2015年

度から人数制限を設け，現在では 1 クラスの人数の上

限は32人とされている．

2.2．日本の大学における中国語教育の課題
日本の大学における中国語教育には，学習指導要領

が存在しない．これにより，授業目的・概要，授業方

法・教材の開発・評価方法がすべて教員個人の裁量に

任せられている．現在市販されている多くの教材は，

どういう基準で，語彙，文法，機能，場面などを設定

しているのか，明確な設計意図や指針が示されていな

い．また，多くの大学は三年次まで授業を開講してい

るが，こうしたカリキュラムの現状や，学習時間数に

応じて使い分けられるような教材はほとんどない．

さらに，学生のニーズとの乖離も指摘できる．田中

ら（2008）や張（2007）の調査によると，「中国語の

授業で何を学びたいか」という質問に対して，「会話」

と回答している学生が多いことが明らかになってい

る．しかし実際には，集団の中で控えめである人が少

なくない日本人学生においては，クラス内での活発な

発話を引き出すような授業運営は必ずしも容易ではな

い．結果として，学生のニーズと現実とが乖離してし

まうことも起こりうる．

さらに，大学の大衆化に伴い，大学生が以前ほど勉

強をしなくなっているという報告もある．2010年の東

北大学の調査によれば，授業時間外に全く学習をして

いないと回答した中国語履修者は34.6％に上る（張，

2012）．学生は 1 週あたり 2 単位の授業を履修してい

るため，授業外学習時間は最低でも 3 時間が期待され

ている．しかしながら，授業外学習時間が 1 時間以下

の学生が全体の75％をも占めているということが明ら

かになっている（張，2012）．

加えて，教員の専門性について，現在大学で中国語

を担当している教員のうち，大学院で正式に言語教育

を学んだ教員はほんのわずかしかいない（中田，

2014）．また，中国語教育には，英語のTESOLに相

当する外国語教育のための資格制度が存在しない．

中国語教員の多くが参加している学会は現在日本に

は 2 つある．その 1 つは日本中国語学会だが，「教育

研究よりも言語研究に傾斜がかかるようになり，その

成果が，必ずしも教育の現場に還元されていない」と

指摘されている（輿水，2005）．もう 1 つは日本中国

語教育学会で，毎年学会誌を 1 冊発行しているが，こ

の学会誌を見る限り，発音や文法などを中心とした教

え方の研究が行われていることが伺える．しかし，大

学の中国語履修者の増加や学習ニーズの多様化に伴

い，発音や文法などの教授を中心とした伝統的な授業
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形式だけでは，対応しきれなくなりつつある．学習者

による授業外学習を含めた授業全体のデザインや，学

習方略や認知科学等の研究成果を応用した教授方略の

検討など，中国語の教育指導力を高度化させていく余

地があるといえる．

2.3．中国における中国語教育に関する取り組み
一方，中国における外国人向け中国語教育について，

やや古いデータになるが，2002年において，外国人向

け中国語教育を実施している高等教育機関は363，教

員数は5,000人余りで，在学留学生数は 6 万人を超え

ている（輿水，2005）．中国語教育に関する学会につ

いては，中国語対外漢語教学学会及び国際学会である

世界漢語教学学会がある．さらに，中国の国家機関で

ある「国家漢辦」という組織があり，国家として全世

界に中国語の普及を図るため，様々な事業が展開され

ている．例えば，网络孔子学院（オンライン孔子学院） 

（http://www.chinesecio.com/）では，世界に広がっ

ているMOOC（ 2 ）も取り入れており，また国际漢語教

材编写指南（http://www.cltguides.com/main.action）

では，中国語教材作成のワンストッププラットフォー

ム，すなわち，教材評価システム機能付きの様々な教

材を作成するためのバンクなどが「国家漢辦」のバッ

クアップを受けて開発されている．

3 ．東北大学「中国語教育強化講座」の取り組
み
第 2 章で挙げたように，現在の日本の大学における

中国語教育には，様々な課題が存在している．なかで

も，現職の中国語教員が必ずしも語学教育を専門とし

ておらず，語学教育に関する基礎的理論や教授法を身

につける機会もない点については，中国語教育の質保

証の観点からみても，何らかの取組みが必要である．

そこで，東北大学 高度教養教育・学生支援機構では，

外国人向けの中国語教育で世界的に高い評価を得てい

る北京語言大学と共同で，日本の大学で教えている中

国語教員を対象とした研修プログラムを開発し，「大

学中国語教授法強化講座」を実施した．以下ではその

取り組みについて報告する．

3.1．プログラム開発の背景と目的
本プログラムは，教育関係共同利用拠点「知識基盤

社会を担う専門教育指導力育成拠点―大学教員のキャ

リア成長を支える日本版SoTLの開発」の一環として，

「東北大学 専門指導力育成プログラム 大学中国語教

授法強化講座『中国語を教える大学教員のためのスキ

ルアップコース』」として実施された．本プログラムは，

現在大学の中国語教育に携わっている教員が必ずしも

中国語教育を専門としているわけではない現状に対

し，教員の中国語教育の専門性を高めるための場の提

供を目的としている．

プログラムの開発にあたっては，中国の国家機関で

ある「国家漢辦」が主催する活動の 1 つである「国外

漢語教師来華研修項目」を利用し，この「国外漢語教

師来華研修項目」が委託されている北京語言大学と共

同で行った．

本プログラムでは，以下の 3 点を参加者の目標とし

て設定した．

・各参加者の教育実践をもちより，共有することで，

中国語教育の改善の方向をつかむ

・中国語教育の理論・方法論，指導の実際，教材の

作成について学び，各自の中国語教育の専門性を

高める

・所属する大学の中国語教育改革のイメージを明確

にする

3.2　参加者の募集及び選考方法
プログラム参加者の募集は公募で行い，書類審査で

選考を実施した．本プログラムへの応募資格は，現在

日本の大学に勤務し，中国語教育に携わっている常勤・

非常勤の教員である．中国語が母語でない教員が望ま

しい．中国語が母語である教員の場合は，日本国籍を

取得している教員，または日本長期滞在証明が提出可

能な教員であることを条件とした．提出書類は本プロ

グラムのために作成した申請書で，この申請書には履

歴（学歴・職歴），現在担当している授業，中国語能

力及び中国語教育能力を示すもの（検定試験，留学経

験等），専門分野・研究テーマ，所属学会，主要発表

論文（ 3 つ程度），志望動機の記載を求めた．
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3.3．プログラムの運営体制
高度教養教育・学生支援機構大学教育支援センター

羽田貴史センター長，同機構言語・文化センター　安

藤晃センター長の指示のもとで，プログラム開発段階

では，同機構　張立波講師，趙秀敏講師，今野文子講

師，齊藤ゆう事務補佐員が共同で取り組み，実施段階

では，張立波講師及び趙秀敏講師が運営を行った．

また，運営上の諸手続きや東北大学の東京分室で

行ったワークショップ会場のセットアップ，ワーク

ショップの撮影等については ，今野文子講師，齊藤

ゆう事務補佐員が担当した．

なお，成田空港から北京国際空港までの往復航空運

賃，研修費，中国滞在期間の宿泊費・食事代は中国政

府及び東北大学（教育関係共同利用拠点事業費）で負

担した．成田空港までの交通費、東京分室でのオリエ

ンテーションにかかる宿泊費及び海外旅行保険等は参

加者本人負担とした． 

3.4．プログラム参加者
2015年度のプログラムには，全国13大学から14名が

参加した．参加者の中国語教育歴は， 2 ～21年と幅が

あり，若手からベテラン教員まで多様な教育歴の教員

が集まった．

参加者の専攻分野と担当している授業を表 2 に示す．

3.5．プログラムの内容
前述の目標を達成するため，参加者は次の活動に取

り組んだ．

・オリエンテーション

・北京語言大学集中コース

・課題レポートの提出

オリエンテーションは，2015年 9 月 1 日に東北大学

東京分室にて行った．参加者は，事前課題として，①

担当している授業の紹介と現状，②担当している授業

についての課題，③本研修に期待すること，について

発表を行った．事前課題の中で指摘された参加者の課

題意識についてまとめ，表 3 に示す．

続いて，北京語言大学集中コースの期間は，2015年

9 月 2 日～10日とし，前後の移動日，週末を除いた 5

日間において表 4 に示す内容の講義を受講した．

最後に，課題レポートでは，プログラムの成果報告

のため、①中国文化についての理解，②中国語教育理

論についての理解，③プログラムで学んだ教授法がど

のように自身の授業や組織改革に生かせるか，という

3 点についてまとめ，研修終了後（ 9 月30日）に提出

するよう参加者に求めた．

　

3.6．プログラムの評価と考察
アンケートは，本プログラムの最終日（ 9 月 9 日）

に参加者全員に配布し，研修終了後直後（ 9 月10日）

に回収した．アンケートでは，以下の 3 つのセクショ

ンについて，選択式の質問及び自由記述方式を設け，

評価を求めた．

（Ⅰ）研修の各講座について

（Ⅱ）研修参加目的の達成について

（Ⅲ）本研修の運営について

表 2　参加者の専攻分野と担当授業

専攻分野

高等教育，中国文学，中国語学，一般言語学，国
際政治，中国語教育，伝統医学史，中国経済，日
本文学，日本史，音声学・音韻論，日中言語文化
比較，異文化コミュニケーション，腫瘤外科学

担当授業

中国語初級，中国語中級，中国語上級，中国語会
話，中国文化論，中国語購読，中国語文法，中国
文学序論，科学史，アジアの歴史と文化，生活と
経済，国際経済学，中国語検定，中国語作文演習，
現代中国語研究，語彙論，アジア文化

表 3　参加者の課題意識

教授法

①これまで知らなかった指導法，②説明に困った
場合の対処法，③効果的なタスクや練習の方法，
④中国文化の指導法，⑤ピンインの指導法，⑥リ
スリングの指導法，⑦今日の学生に見合った教授
法，⑧古典中国文学の活用法，⑨発音の指導法，
⑩文法の指導法⑪検定対策の指導法，⑫積み上げ
式の教育の限界を感じる

評価方法 「学生の理解の程度をいかに把握するか」のテク
ニック

動機付け 学生の中国語・中国に対する興味をいかに引き出
すか

学習目標
の設定

中国語＋中国文化＋協同学習に適した学習目標の
設定

教材 ①協同学習に適した教材の開発，②統一教材の利
用に伴う弊害の解消法

教員間の
協働 教員間の協働をいかに効率よく実現させるか

授業外の
学習時間
の確保

授業外の学習時間をいかに確保するか



─  275  ─

以下はアンケートで確認された結果を示しつつ，講

義の参与観察，参加者の課題レポートの分析により，

考察を行う．

（Ⅰ）研修の各講座について

研修の各講座についての評価の結果を図 1 に示す． 

項目 1 ）と 3 ）は，未回答者が各 1 名いた．

まず，研修の各講座の全体を見て，どの講座も 8 割

以上の参加者が「有益だった」または「まあまあ有益

だった」と回答していた．特にオーラル編については

全員が「有益だった」と回答した．ただし，語彙編、

文法編に関しては「あまり有益ではなかった」と答え

た参加者がそれぞれ 2 名いたことも確認された．また

「中国語検定HSKの紹介」について，「あまり有益で

はなかった」と答えた参加者が 1 名いた．

全員が「有益だった」と回答したオーラル編は初心

者向けの教授法を扱う内容であったことから，参加者

のニーズと一致していたと思われる．現在日本で市販

されている初心者用教材も会話を中心としたものが多

く，また，日本の学生には会話を学びたいという要望

があることから，オーラル編で扱われた初級会話授業

に対する学生中心の「精講多練（説明は簡潔にし，練

習により多くの力を注ぐ）」という教育理念について，

多くの参加者が感銘を受けた様子が観察された．また，

講師が様々な方法を用いておこなった「いかに学生に

口を開かせるか」についての説明から，会話授業のヒ

表 4　北京語言大学集中コースの内容
日時 授業名 講師 概要

2015年 9 月 3 日（木）
 14：00～17：00 中国語教授法及びテクニック―文法編 戴悉心 中国における第二言語としての中国語教育の歴

史，理論文法の研究と学校文法の研究の違い

2015年 9 月 4 日（金）
8 ：30～12：00

中国語教材の作成及び中国語検定HSK
の紹介

劉杉，馬夢瑩，
繞厳彬

中国のオンライン教材サイト，HSKの沿革，新
HSKの概要及び国際漢語教材編写指南平台」の
紹介

2015年 9 月 7 日（月）
8 ：30～12：00 中国語教授法及びテクニック―発音編 張莉 「普通話」の音韻システムの紹介

日本人学習者の発音問題
2015年 9 月 7 日（月）

14：00～17：00 中国語教授法及びテクニック―語彙編 趙果 日中の同形語と中国語の新語の紹介，語彙の二
大内容とその教授法

2015年 9 月 8 日（火）
8 ：30～12：00 中国語教授法及びテクニック―教材編 姜麗萍 中国国内における外国語としての中国語教材の

特徴とその問題点

2015年 9 月 8 日（火）
14：00～17：00

中国語教授法及びテクニック―オーラ
ル編 王治敏

会話授業の主要任務について 
会話活動のステップとして「教員と学生→教員
と学生＋スピード→学生と学生→学生と学生＋
ランダム」が実演された

2015年 9 月 9 日（水）
8 ：30～12：00 中国語教授法及びテクニック―漢字編 梁彦民 漢字の起源・歴史・構造・性質について，漢字

の教授法の紹介

図 1　研修の各講座に対する評価
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ントを得たと報告する参加者もいた．

ただし，語彙編については「初級に適するものが少

ない」「あまり有益ではなかった」との感想が寄せら

れた．

「中国語検定HSKの紹介」については，「紹介だけ

だったので，もっとテストを受ける際のポイントの方

に重点を置いて説明してほしかった」との声が寄せら

れ，講義の内容と参加者が望んでいる内容との間に

ギャップがあったということがわかった．

文法編について，「自分にとって非常に有益な授業で

あった」と述べた参加者がいた．一方，「あまり有益で

はなかった」と答えた参加者が 2 名いたことが確認さ

れた．これは，用意された内容が非常に多く，講座の

大半は外国人向けの中国語教育の変遷及び中国語文法

と中国語教育文法の違い等についての紹介であった．

その他考えられる理由として，文法の教授法について，

講座の最後に「処置式」の説明があったが，終了時間

になったため詳しく説明できなかったため，「あまり有

益ではなかった」と答えた参加者がいたと推測できる．

（Ⅱ）研修参加目的の達成について

研修参加目的の達成について，図 2 に示す．すべて

の項目で未回答の者，および項目 7 ）と 8 ）のみ未回

答の者が，それぞれ 1 名いた．「思う」「まあまあ思う」

と回答している参加者は概ね全体の 8 割以上を占めて

いた．「他大学教員との交流を深めることができた」

については，「思う」と回答した参加者が最も多かった． 

ただし，「中国語学習者への理解を深めることがで

きた」について「あまり思わない」と回答した参加者

が 3 名いた．また，「自分の教育方針を見直すことが

できた」「今後カリキュラムの改善に役立てることが

できる」について「あまり思わない」と回答した参加

者がそれぞれ 1 名いた．

研修の参加目的の達成について，「北京語言大学に

おける受講によって，発音，漢字，語彙，文法，初級

会話にわたる中国語教育理論を系統的に学び，把握す

ることができたので，今後の自分の中国語授業にとっ

て指導的意義があると確信している．また教材作成の

構想，原則，基準，作法などを学んで，自分の今後の

中国語教材作成に生かして生きたい」というように，

本プログラムによって，現場での実践の動機づけに

なったという報告が寄せられている．

ただし，アンケートでも比較的評価の低かった「中

国語学習者への理解を深めることができた」について

は，今回の研修に「授業参観」がふくめられていなかっ

たことから，学習者の視点に立った教授法の理解や，

学習者の反応について見取る機会が十分に研修の中で

得られなかったことが原因の一つとして考えられる．

図 2　研修の参加目的の達成度についての評価
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（Ⅲ）本研修の運営について

本研修の運営についての回答結果について，図 3 に

示す．「本研修が有意義だった」「本研修に参加してよ

かった」については，参加者全員が「思う」「まあま

あ思う」と回答するなど，高い評価を受けた．ただし

「研修期間は適切だった」と「思わない」参加者が 1

名いた．また「研修前十分の情報・支援を受けた」に

ついて「あまり思わない」「思わない」と回答した参

加者がそれぞれ 1 名いた．

「本研修全体についての感想，意見，要望，提案」

の自由記述においては，「本研修のプログラムはとても

充実しており，運営も細密で全体としてすばらしかっ

たと存じます」との評価があった．少数ではあるが，「（研

修期間）実質 4 日というのは，少し短いかもしれません」

という感想が寄せられたことや，「研修中に引率者と十

分なコミュニケーションがとれた」については，「あま

り思わない」「思わない」との回答があったことから，

何らかの改善の余地があると思われる．

3.7．プログラム参加後の変容
本節では，オリエンテーションにおいて発表された

課題，研修後に実施したアンケート及び課題レポート

をもとに，参加者に見られた意識及び行動の変化につ

いて報告する．

3.7.1．意識の変容
日本における中国語教育の問題点の発見

複数の参加者から，日本における中国語学習の目標

の不明確さが指摘された．「今回の講座で初めて知ら

されたのは，中国においては『国際漢語教学通用課程

大網』など様々な中国語教育の大網があり，それらに

基づいて教材開発や授業設計が厳密に行われていると

いう点である．一方で，日本においては中国語教育に

おける統一された大網が存在せず，各大学や教員が指

導内容を各自で決定しているのが現実である．した

がって，中国語教員にとっては授業の到達目標が不明

確で，授業評価が客観性に欠けている」と指摘された．

このように，中国における実践や現状について学び，

それと自身の置かれている教育現場を比較すること

で，何が問題点であるのかを具体的に見出すことがで

きた様子が観察された．

　

自分の教授方法の改善すべき点の発見

ある参加者がオリエンテーションにおいて発表した

「担当している授業についての課題」の中に「説明に

困った場合の対処法」があったが，この参加者は，研

修後に提出した課題レポートにおいて「学習者への説

明には中国語教育を目的として教育文法の視点から書

かれた文法書を利用すべきであるということが理解で

きました」，「以前学生に対する文法の説明で困った際

図 3　研修の運営に対する評価
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に頼っていた文法書は，文法研究として優れたもので，

学生の説明には合わないと気づきました」と述べてい

た．また，「学生中心」という理念を講座で学習した

参加者は，今回の研修において最も印象的であった点

は「『学生中心』という理念」であると述べており，

自身の授業はその半分の時間を自身の専門分野の文法

説明に割いていたことに気づき，今後は学生を中心と

する教授方法に変更すると述べるに至った．

　

新しい教授方法の発見

北京語言大学集中コースの漢字編について，「漢字

の象形性と芸術性を生かし，特に日本人の学習者のモ

チベーションを引き立てるのに効果的だと考えられる」

との気づきを得た参加者がいた．また，オーラル編に

おいて紹介された「次々と早口で質問を投げかけ答え

させていく方法や，ボールを使用し，投げた相手に質

問をぶつけ答えてもらい，そしてまた投げていくと

いった活動的内容」について，「今後の自身の授業でも，

一部早口で行う授業や，動きを取り入れた授業をして

いこうと考えている」という参加者もいた．

3.7.2．行動の変容
授業への導入

すでに自身の授業において，本研修で学んだ教授法

を取り入れ始め，ある程度の効果も見えてきたという

報告があった．北京語言大学集中コースのオーラル編

を通して，自身の授業に足りない部分が「実践性」及

び「スピード感」であると感じた参加者のうち，帰国

直後に授業が始まっている大学では，すでに「スピー

ド感」を養うような練習を授業の中に取り入れている

と述べ，「まだ始めたばかりなので，効果の有無は判

りませんが，結果的に，少なくとも授業中に私語をす

る暇を与えない形になったのは良かったと感じていま

す」との報告があった．

4 ．今後の課題
今回のプログラムは東北大学において初めての試み

であり，その成果とともに課題も明らかになった．

まず課題としては，①講座の内容と参加者のニーズ

の一致，②学習内容のふり返りの機会，③日本特有の

背景や環境，学習者の特質の反映，④授業参観の導入，

⑤運営面での工夫の 5 つが挙げられる．

①講座の内容と参加者のニーズの一致：北京語言大学

集中コースの内容は，会話の講座以外はすべて中級

以上の学生に指導するための講座であったと思われ

る．一方，参加者の担当する授業は，初心者を中心

とした内容が多いことがわかった．次回以降は，初

心者を中心とした学生に対する教授法を主に扱う必

要があるといえる．

②学習内容のふり返りの機会：北京語言大学集中コー

スでは，ネイティブスピーカーである各講師の話す

スピードが速く，参加者側からも，ネイティブスピー

カーによる発言が多かったため，ノンネイティブの

参加者の多くがメモを取るのは困難である様子が観

察された．また，各講座に多くの内容を盛り込んだ

ため，消化不良になることも懸念された．次回は，

各講座の配布資料を事前に求めることや，内容の理

解を深めるために，講座を受けた後，参加者同士で

講義内容について話し合う時間を設ける必要がある

と考えられる．

③日本特有の背景や環境，学習者の特質の反映：北京

語言大学集中コースでは，日本人学生を念頭におい

た教授法などの紹介を依頼していたが，実際には日

本人の学生の気質に見合った教授法の紹介が少な

かったといえる．したがって，北京語言大学集中コー

スとは別の機会などに，時期をみて，日本で長年第

二外国語の中国語授業を受け持ったベテラン講師を

招き，セミナーを開くことなどを検討する必要性が

ある．

④授業雰囲気を把握するための授業参観の導入：研修

先における実際の授業参観については，学習者の視

点に立った教授法の理解をするため，参加者からの

要望もあり，必要性も確認されたことから，導入し

たいと考えている．しかし，中国では，正式な授業

は一般的に 9 月第 2 週から開始であることから，時

期的に 9 月初旬に研修を行う場合には設定が困難で

ある．来年以降は，授業の様子がわかるビデオの提

供を求めるなどの方策を検討する必要性がある．

⑤運営面での工夫：研修先が海外であることからも，

確認事項や参加者への情報提供については，十分に
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配慮する必要性が確認された．運営について，来年

以降の研修の際は詳細なチェックシートを作成し，

すべての項目をはっきりと研修先の大学に回答して

もらうなどの工夫をしたい．

本プログラムの最終目標としては，日本型の大学中

国語教授法強化講座として，日本国内でも提供できる

かたちにしたいと考えている．今後，2015年実施した

内容に加え，下記の内容の追加を提案したい．

（ 1 ）研修前に実施されるワークショップで参加者に

10分間のミニ授業をしてもらう.

（ 2 ）各講座について，開講事前及び事後に資料を求め，

内容の理解を深めるために講座を受けた後，参加者

同士で講義内容について話し合う時間を設ける．

（ 3 ）本学で学習者のモチベーションを引き出すため，

教育心理学を含めた外国語教育一般などの講座や，

日本の学習者の気質に適している教授法についてベ

テラン教員の講座を本学で行う．
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ご尽力をいただきました大学教育支援センターセン
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者各位に厚く御礼申し上げます．

また本稿の作成に当たり，羽田先生，今野先生をは

じめ，齋藤さん，稲田さん，さらに全学教育企画係の

各位から多大なご協力をいただきました．ここに記し
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注

（ 1 ） SoTL： Scholarship of Teaching and Learningの略字．

（ 2 ） MOOC：Massive open online course（インターネッ

トを用いた大規模公開オンライン講座のこと）の略字．
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